
【表紙の写真】
　前田小とキンザー小の交流会

市 の 人 口
人 口 113,890人 (+443人)

男 55,465人 (+273人)

女 58,425人 (+170人)

世帯数 48,971世帯 (+338)

平成30年4月末現在P2-8   つないできたもの つないでいくもの
P16-17  ＲＯＡＤ ～輝く人たち～ ONE VOICE 宮城洋一さん
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浦添国民学校の学童たち

対馬丸撃沈のイメージ絵

浦添市の学童集団疎開状況疎開の悲劇

● 浦添国民学校　引率教員など含み130人（児童120人）

● 仲西国民学校　児童87人

第1班50人……宮崎県東臼杵郡富高町（現・日向市） 第一富高国民学校
第2班50人……宮崎県東臼杵郡富高町（現・日向市） 第二富高国民学校
第3班30人……宮崎県東臼杵郡岩脇村（現・日向市） 平岩国民学校

宮崎県西都県郡小林町（現・小林市）　宮崎県小林国民学校

　1944 年 8月 21日、対馬丸は学童疎
開の子どもらを乗せて駆逐艦などと船団
を組んで那覇港を出港し、鹿児島県悪石
島付近で米潜水艦ボーフィン号による魚
雷攻撃を受け沈没した。多くの人たちは船
内に取り残されたまま対馬丸とともに海の
底へと沈み、多くの犠牲者を出しました。

■対馬丸撃沈による犠牲者

疎開者

船員

船舶砲兵隊員
合　計

学童

訓導・世話人

一般疎開

784人
30人

623人
24人
21人

1,482人
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浦添国民学校の疎開者たちは、自給自足の
生活のために開墾して作った農場を「愛汗
学園」と名付けた。

浦添市立図書館 所蔵

る夜、雨の降り続く中に、空襲警報
が鳴りました。

1回目は雨の中を、防空頭巾をかぶって、避
難しました。1 回目の警報が解除になって、
やれやれと思いながら、宿舎にもどって床に
つきました。 それからどれほどの時間がたっ
たのだろうか。  かすかに2回目の空襲警報
を聞きました。雨は降りしきるし、睡魔には
おそわれるし、「避難だ」と思いつつも、吸
い込まれるようにずるずると眠りの中に落ち
ていきました。（中略）目が覚めた時は、 雨
はもうやんでいましたが、あたり一面田畑に
は水が溢れていて、起き上がり防空壕に行っ
てみると、陥落してつぶれていました。
雨や疲れや睡魔にもめげずに 2回目の避難を
していたら、一体この30名の疎開者たちは
どうなっていたのだろう。（中略）
思い出すたびにぞっとして胸が寒くなるばか
りであります。

あ

『学童疎開思い出の記』
-主として第三班の記録から-

（石川盛栄）
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浦添市の 家計簿問い合わせ
財政課
☎（876）1234
（内線2117）

　浦添市の家計簿は、予算の執行状況や市有財産の状況、市の借入金等を中心に年2
回公表しております。一般会計と特別会計の収入、支出については、出納整理期間が5
月31日までとなっていますので、最終的な決算額は、6月1日以降になります。

平成29年度下半期財政状況（平成30年3月31日現在）

人口 113,447人
男 55,192人
女 58,255人

世帯数 48,633世帯
面積 19.48k㎡

一般会計予算執行状況

各会計予算執行状況 市有財産の状況

歳出科目
予算現額 支出済額

構成比 （　）内は人件費 執行率
民　生　費 236億8,656万円 42.4% 229億6,045万円（  9億1,065万円） 96.9%
総　務　費 115億9,078万円 20.7%   96億1,265万円（20億1,478万円） 82.9%
土　木　費 88億3,390万円 15.8%   81億3,820万円（  4億9,732万円） 92.1%
教　育　費 47億　322万円 8.4%   42億 6,158万円（10億7,939万円） 90.6%
公　債　費 29億5,768万円 5.3%   29億 5,751万円（　     　　　0円） 99.9%
衛　生　費 24億7,796万円 4.4%   23億9,642万円（  2億7,407万円） 96.7%
消　防　費 8億6,869万円 1.6%     8億5,853万円（  7億4,417万円） 98.8%
商　工　費 2億2,743万円 0.4%     2億 2,237万円（　　 6,360万円） 97.8%
農林水産業費 1億3,606万円 0.2%     1億3,034万円（        2,916万円） 95.8%
そ　の　他 4億2,896万円 0.8%     4億  　37万円（  3億2,418万円） 93.3%

総　　　額 559億1,123万円 100.0%  519億3,845万円（59億3,732万円）     92.9%
※各項目の合計と総額の相違に関しては、端数処理による。

●市民一人当たりに使われる主な経費
・民生費　208,790円 （生活保護、児童･母子･障がい者･老人の福祉増進など）

・土木費	 　77,868円 （道路・街路・公園の建設・整備・維持管理など）

・教育費　 41,457円（学校の管理・運営・増改築など）

・公債費　 26,071円（借入金の元金・利子など）

・衛生費　 21,842円（病気の予防・ごみ処理・公害対策など）

●一般会計の主な支出

●一般会計の主な収入

●市税の徴収状況(3月末時点)
本年度課税分 滞納繰越分

徴収率 徴収率
収 入 済 額 136億　131万円 96.9% 1億3,178万円 34.4%
徴収すべき金額 140億3,970万円 3億8,276万円

● 市の借入金（3月末現在）
借 入 現 在 高 377億8,476万円
市民一人当たりの借金 33万円
一日当たりの支払利子 124万円

● 一時借入金の状況（3月末現在）
一 般 会 計 0円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 0円
介 護 保 険 特 別 会 計 0円
公共下水道事業特別会計 0円
土地区画整理事業特別会計 0円
水 道 事 業 会 計 0円

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額 執行率
一 般 会 計 559億1,123万円 482億8,939万円 519億3,845万円 92.9%

国 民 健 康 保 険 162億8,411万円 156億4,846万円 153億9,845万円 94.6%

土地区画整理事業 28億6,337万円 18億9,284万円 19億4,918万円 68.1%

公 共 下 水 道 事 業 20億3,788万円 15億6,813万円 16億7,342万円 82.1%

介 護 保 険 71億5,656万円 69億7,776万円 68億　463万円 95.1%

後 期 高 齢 者 医 療 10億1,559万円 10億4,534万円 9億9,552万円 98.0%

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 26億1,896万円 26億　421万円 99.4%

収 益 的 支 出 25億5,953万円 24億6,725万円 96.4%

資 本 的 収 入 2億　462万円 1億3,910万円 68.0%

資 本 的 支 出 9億5,677万円 7億3,950万円 77.3%

土地
1,892,286㎡

建物
292,194㎡

基金
115億9,320万円

有価証券
5億7,609万円
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ゴーヤーの日にちなみ、「Ｇｏ家運動」のＰＲ活動とし
てゴーヤー苗の贈呈式が浦添中学校で行われました。

「Ｇｏ家運動」とは、「家に帰ろう」をテーマに学校、
家庭、地域といった立場を超え、子どもたちの深夜はい
かい防止意識の向上を目的とする運動です。

ゴーヤー苗の贈呈者である照屋幸勇さんは「苗を育
てることで、生産者の思いや食べる喜びを感じる感受
性を養ってほしい。ゴーヤーを食べて体調を崩しがち
な梅雨や夏を乗り切りましょう」と話しました。1500鉢
のゴーヤー苗が、浦添市内の自治会や小中学校などに
配布されます。

宮城（なーぐすく）地域交流の拠点である宮城ポ
ケットパーク「アイ美花園」で地域住民や企業による交
流会が開かれました。

自治会では宮城大通りの沿道をたくさんの花で飾っ
ていこうと、婦人会や老人会などと協力して花を植え
る取り組みを続けています。園の周囲には赤や黄色や
紫など色とりどりの花が咲き、お年寄りや子どもたち
がベンチでひと休みに利用するなど地域の憩いの場に
なっています。

中心となって取り組んでいる新垣安伴さんは「この
取り組みがきっかけで、宮城地域だけでなく他の地域
にもつながり、広がっていけば嬉しい」と話しました。

ハーモニーセンターでてだこ市民大学の開講式が行
われました。

てだこ市民大学は、市民一人ひとりの学習成果を「ま
ちづくり」に活かせる社会の実現、学習を通してまちづ
くりに関わる市民の育成を目指す事業で、平成20年度
から始まっています。

今年度は、20人の学生が「もっと浦添市のことを知り
たい、地域のために何かしたい」という気持ちを胸に入
学しました。上地武昭アドバイザーからは「100歳まで
元気に生きるためには、バランスの良い食事と運動、そ
して社会活動が不可欠です。皆で楽しみながら学んでい
きましょう」と激励の言葉が送られました。

新しいJICA研修員１６人が浦添市役所本庁舎で、副
市長を表敬訪問しました。研修は、「公衆衛生活動に
よる母子保健強化コース」と「農産物を輸出するため
の実践的植物検疫技術のコース」の2コースに分かれ
て専門技術を学びます。

研修員代表のミラネス・ジェイアールさんは、「母国
の発展のために専門技術や知識を養うことはもちろ
ん、浦添市や沖縄県のことも学び友好を深め、実りあ
るものとしたいです。今後多くの皆さんと交流できるこ
とを楽しみに、頑張ります！」と目を輝かせて意気込み
を語っていました。

5/8（火） 早くお家へ帰ろう「Ｇ
ゴ ー

ｏ家
ヤー

運動」

4/28（土） 彩る花々、なーぐすくに憩いの場

5/17（木） てだこ市民大学スタート

5/14（月） JICA研修員 母国の発展のために

地域貢献のために優れた取り組みをした個人・団体
に贈られる浦添市民憲章実践者表彰式が市役所９階
講堂で行われました。

市民憲章は、自然愛、人間愛、遵法・公徳心、勤労・健
康、平和・文化の５部門より、市が掲げた目標を常時ま
たは定期的に継続されている個人・団体が対象で、今
年度は個人の部１６人が表彰されました。

受賞者の砂川清徳さんは「市民憲章は光栄であり、
感謝の気持ちが一杯です。地域支援活動は今回で終わ
りではなく、本日の表彰をスタートの証だと思ってこれ
からも頑張っていきたい」と新たな決意を述べました。

浦添市西部開発地区のまちづくりについて考える
「浦添市西部開発まちづくりシンポジウム」がてだこ
ホールで開催されました。

第一部では沖縄国際大学産業総合研究所特別研究
員の伊敷豊氏がマーケティング戦略を導入したまちづ
くりについて基調講演を行い、観光客の増加を見据え
たうえでターゲットや目的に合わせたまちづくりの重
要性を語りました。

第二部では浦添市のポテンシャルを最大限に活用し
たまちづくりについて、４人のパネリストが経営・観光・
地主・行政などそれぞれの視点で議論しました。

4/24（火） 地域愛に感謝
　　　　　浦添市民憲章実践者表彰式

４/25（水） 浦添市西部開発
　　　　　まちづくりシンポジウム

4/20（金） 県内初の試み ふるさと納税
　　　　 返礼品に「見守りサービス」

ふるさと納税の返礼品に、郵便局の「みまもりサービ
ス」を導入する協定の締結式が市役所で行われました。

返礼品の「みまもりサービス」は市内の居住者が対
象で、郵便局社員が月に一回利用者宅などへ直接訪問
して生活状況を確認する「訪問サービス」と、利用者
などへ毎日決まった時間に電話をして体調確認を行う
「でんわサービス」を提供します。

松本市長は「納税した人に喜んでもらい、この制度
を利用して見守られる方が安心して暮らしていける循
環が広がっていけば嬉しい」と話しました。

副市長が決定しました

浦添市企画部長や浦添市総務部長を
務め、平成26年浦添市副市長に就任

4 月23 日に行われた第 191回浦添市議会臨時会に
おいて、野口広行氏（2期目）が決定しました。

野
の

口
ぐ ち

 広
ひ ろ

行
ゆ き

 氏
（昭和 31年生）
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赤
あか

嶺
みね

 公
こう

祐
すけ

ちゃん（4 か月）牧港在 石
いし

橋
ばし

 怜
れ

旺
お

ちゃん（3 か月）内間在 當
とう

山
やま

  清
し

恩
おん

ちゃん（0 か月）当山在

「うらしべ長者」第1回の交換者當山さんの赤ちゃん

100日

おめでと
う☆ お風呂

大好き
♥

生まれて

まもない
けど

宜しくね
！

　

そ
し
て
２
本
目
は
、
イ
ン
ヘ
リ
ッ
ト
沖

縄
に
よ
る「
永
遠
の
一
秒
」。
こ
ち
ら
は
大

人
の
プ
ロ
の
役
者
が
演
ず
る
本
格
的
演
劇

で
あ
る
。
親
友
で
あ
る
特
攻
兵
4
人
が
、

沖
縄
を
守
る
た
め
南
の
空
に
飛
び
立
っ
た

3
人
と
怪
我
で
残
さ
れ
た
１
人
と
に
別
れ

て
、
時
を
超
え
て
再
び
め
ぐ
り
あ
う
物
語

で
あ
る
。
4
人
の
生
き
様
を
通
し
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
命
の
儚
さ
、
そ
し
て
時
代

の
償
い
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作

品
で
あ
る
。

　

今
年
の
慰
霊
の
日
は
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の

舞
台
を
観
に
来
ま
せ
ん
か
？　

家
族
や
友

人
知
人
と
、あ
る
い
は
職
場
の
仲
間
達
と
、

思
い
切
っ
て
普
段
は
な
か
な
か
話
題
に
し

な
い
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
演
劇
を
通
し

て
感
じ
て
、
考
え
て
、
そ
し
て
、
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
戦
争
と
は
今
を
生
き
て
い
く

た
め
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

平
和
と
は
明
日
を
生
き
て
い
く
た
め
に
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
か
ら
。

　

浦
添
市
で
は
、
毎
年
6
月
23
日
慰
霊
の

日
を
受
け
身
で
迎
え
る
の
で
は
な
く
、
よ

り
意
識
的
に
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
意
図
的
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
。

平
成
27
年
は「
障
が
い
者
と
沖
縄
戦
」
と

題
し
て
障
が
い
を
持
つ
方
が
ど
の
よ
う

に
し
て
沖
縄
戦
を
生
き
抜
い
た
か
を
特

集
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
は
映
画「
ハ
ク

ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
」
を
取
り
上
げ
て
、
前
田

高
地
の
激
戦
と
実
在
の
主
人
公
デ
ズ
モ

ン
ド
・
Ｔ
・
ド
ス
の
人
生
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
。
さ
て
、
今
年
は「
う
ら
そ
え
平
和

演
劇
会
」
と
称
し
２
つ
の
演
劇
を
通
し

て
沖
縄
戦
を
振
り
返
る
試
み
だ
。

　

ま
ず
１
本
目
は
、
浦
添
ゆ
い
ゆ
い

キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
P
e
a
c
e
f
u
l
〜
君
と
つ
な
げ
る
虹

色
〜
」。
地
元
浦
添
を
中
心
に
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
達
が
所
狭

し
と
舞
台
を
駆
け
巡
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

な
物
語
だ
。
毎
年
鑑
賞
を
し
て
い
る

が
、
去
年
内
容
を
一
新
し
再
登
場
し
た

「
P
e
a
c
e
f
u
l
」
は
浦
添
を
舞
台
に

平
和
学
習
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
が
沖
縄

戦
を
追
体
験
し
て
い
く
と
い
う
物
語
。
観

客
だ
け
で
な
く
、
演
じ
て
い
る
子
ど
も
達

自
身
に
と
っ
て
も
地
元
浦
添
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
沖
縄
戦
を
考
え
る
素
晴
ら
し
い
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

演
劇
か
ら
考
え
る
戦
争
と
平
和

さかなの切り身…50g×４枚
薄力粉……………………適量
塩、胡椒…………………少々
サラダ油（揚げ油）…… 適量

〈シークヮーサーソース〉
三温糖…………大さじ1と1/2
しょうゆ………大さじ1と1/2
シークヮーサー果汁…小さじ２

①調味料を合わせ、シークヮー
　サーソースをつくる。
②魚は塩、胡椒をして下味を
　つける。
③魚に薄力粉をまぶし余分な
　粉をはらう。
④180℃の油で魚を揚げる。
⑤皿に盛り付け、シークヮー
　サーソースを上からかける。

問い合わせ　浦添共同調理場　☎︎（877）6716

さかなのシークヮーサーソースかけ

栄養成分表示（１人あたり）
エネルギー132Kcal/たんぱく質10.8g/脂質5.9g/炭水化物8.4g/

食塩相当量0.6g

レシピ提供：浦添共同調理場、当山共同調理場

材料（４人分） 作り方

県産シークヮーサーでつくるソースが絶品！

調理時間も短く、さっとできて簡単！
季節の魚に変えれば、手軽にアレン
ジできる料理となっています。

9品目

うらそえ平和演劇会「永遠
の 一秒」と「 Peaceful」の
詳細は8ページ（平和特集）
に掲載しています。

浦添共同調理場、当山共同調理場のみなさん
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市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
6
月
23
日（
土
）
～
29
日（
金
）
は
、

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

「
走
り
だ
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を

超
え
て
、
今
」

　

今
年
の
標
語
は
、
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
女
性

の
活
躍
が
テ
ー
マ
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
パ
ネ
ル
展

日
時　

6
月
26
日（
火
）
～
7
月
5

日（
木
）

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

■
行
政
相
談

日
時　

6
月
27
日（
水
）
午
後
1
時

〜
午
後
4
時

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

相
談
員　

山
里 

時
子 

氏（
総
務
大

臣
委
嘱
行
政
相
談
委
員　

男
女
共

同
参
画
担
当
委
員
）

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
0
5

■
救
急
法
講
習
会（
上
級
）

「
助
け
た
い

　
　
　

思
い
を
ワ
ザ
に　

救
急
法
」

　

成
人
・
小
児
・
乳
児
に
行
う
心

肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、
外
傷

の
処
置
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
、

患
者
搬
送
法
な
ど

日
時　

６
月
16
日（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
６
時（
１
時
間
の
休
憩
あ
り
）

場
所　

消
防
本
部　

２
階
講
堂

定
員　

30
人

（
浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

６
月
15
日（
金
）
ま
で

（
受
付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル（
離
乳
食
教
室
）

　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
試
食（
保

護
者
の
み
）

日
時 
①
6
月
29
日（
金
）  

②
7
月

13
日（
金
） 
午
後
１
時
～
午
後
3
時

30
分

対
象　

市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み　

①
6
月
26
日（
火
）
ま
で 
②
6
月

13
日（
水
）
〜
7
月
10
日（
火
）

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

内
容　

食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

対
象　

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー（
市
内
在
住
者
）

日
時　

①
6
月
17
日（
日
） 

②
７
月

８
日（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

申
し
込
み　

①
6
月
14
日（
木
）
ま

で 

②
７
月
５
日（
木
）
ま
で

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
程　

6
月
10
日（
日
）、23
日（
土
）

受
付
時
間　

▼
前
期（
３
～
４
か
月

児
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
後
期（
９
～
10
か
月
児
）
午
前
９

時
～
午
前
10
時
30
分

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
程　

6
月
7
日
、14
日
、21
日
、28

日（
全
回
木
曜
日
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
2
時
15
分

【
３
歳
児
健
診
】

日
程　

6
月
6
日
、13
日
、20
日
、27

日（
全
回
水
曜
日
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分 

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

対
象　

２
歳
～
３
歳
未
満（
３
歳
の

誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所　

浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関

費
用　

無
料（
公
費
負
担
）

【
健
診
の
内
容
】

○
歯
の
診
察　

○
フ
ッ
素
塗
布　

○
歯
磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

※
２
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
通
知
書

の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
妊
婦
歯
科
健
診
事
業

対
象　

妊
婦
さ
ん

場
所　

浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関（
親
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
リ
ス
ト
を
配
布
）

費
用　

無
料（
公
費
負
担
）

健
診
の
内
容

〇
歯
・
歯
周
病
の
診
察

〇
保
健
指
導

※
5
月
1
日
以
前
に
親
子
健
康
手

帳
を
交
付
さ
れ
た
人
で
、
妊
婦
歯
科

健
診
受
診
希
望
者
は
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
窓
口
ま
で
個
人
票
を
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
母
子
保
健
推
進
員
募
集

活
動
内
容　

〇
乳
幼
児
健
診
な
ど
、
母
子
保
健
事

業
へ
の
協
力

〇
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
未
受
診
の
家
庭
へ
の
訪
問

〇
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

興
味
の
あ
る
人
は
、
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す

申
し
込
み　

6
月
20
日（
水
）
～
22

日（
金
）
沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
8
8
9
）
6
4
5
2

日
時　

7
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

ウ
ェ
ブ
予
約
受
付
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、が
ん
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
な
か
ま
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

対
象　

精
神
科
通
院
治
療
中
で
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
市
内
在
住
の
人
。

内
容　

集
団
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
気
持

ち
を
表
現
し
、話
を
聞
く
）

日
時　

毎
月
第
2
水
曜
日（
祝
日
除

く
）
午
後
2
時
～
午
後
3
時

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）
３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

※
６
月
1
日（
金
）・2
日（
土
）は
常
設
展
示

室
の
み
作
品
入
替
の
た
め
閉
室

■
平
成
30
年
度
第
Ⅰ
期
常
設
展

『
発
見
！
ア
ジ
ア
の
漆
ワ
ー
ル
ド
展
』

■
平
成
29
年
度
新
収
蔵
品
展

期
日　

6
月
3
日（
日
）
か
ら

■
常
設
展
関
連
講
座（
無
料
）

「
ラ
オ
ス
の
織
物
と
く
ら
し
」

日
時　

6
月
30
日（
土
）
午
後
2
時

か
ら

講
師　

柳
や
な
ぎ 

悦よ
し

州く
に 

氏 

（
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
名
誉
教
授
）

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
漆
器
と
く
ら
し
」

日
時　

7
月
7
日（
土
）
午
後
2
時

か
ら

講
師　

宮
里 

正
子（
浦
添
市
美
術

館
館
長
）

■
第
20
回　

浦
添
市
美
術
館
友
の

会
・
サ
ー
ク
ル
展

期
間　

6
月
5
日（
火
）
～
10
日（
日
）

観
覧
料　

無
料

■
第
44
回　

沖
縄
県
書
道
展

期
間　

6
月
13
日（
水
）
～
17
日（
日
）

観
覧
料　

無
料

■
沖
縄
戦
版
画
集

『
戦
が
や
っ
て
き
た
』
原
画
展

版
画
・
儀
間
比ひ

呂ろ

志し

、文
・
中
山
良よ

し

彦ひ
こ

期
間　

6
月
20
日（
水
）
～
7
月
1

日（
日
）

場
所　

企
画
展
示
室
3

観
覧
料　

無
料

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

■
浦
添
少
年
少
女
合
唱
団

「
平
和
を
歌
お
う
」

子
ど
も
た
ち
の
美
し
い
歌
声
を
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
24
日（
日
）
午
後
2
時

観
覧
料　

無
料

■
浦
添
市
美
術
館 

実
習
教
室
発
表
展

期
間　

6
月
21
日（
木
）
～
27
日（
水
）

場
所　

企
画
展
示
室
2

観
覧
料　

無
料

■
版
画
教
室

期
間　

7
月
29
日（
日
）・
8
月
4

日（
土
）・
5
日（
日
）・
11
日（
土
）・

12
日（
日
）　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

講
師　

新
崎 

竜
哉 

氏（
浦
添
市
文

化
協
会
）

定
員　

10
人（
全
5
回
出
席
で
き
る

人
）

費
用　

3
2
0
0
円

申
し
込
み　

6
月
15
日（
金
）
～
７

月
15
日（
日
）
電
話
受
付

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当

選
者
の
み
電
話
連
絡
し
ま
す
。
市

内
在
住
、在
勤
、未
経
験
者
優
先

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

23
日（
土
）慰
霊
の
日
、

29
日（
金
）資
料
整
理
日

■
お
は
な
し
の
部
屋

　
「
お
は
な
し
の
木
の
会
」
に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

内
容　

雨
の
お
は
な
し

日
時　

6
月
9
日（
土
）　

午
前
11

時
30
分
～
正
午

対
象　

4
歳
以
上

■
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映

会
『
M
o
a
n
a
』

日
時　

6
月
10
日（
日
）
午
後
２
時

～（
1
0
7
分
）

場
所　

視
聴
覚
室

そ
の
他　

ア
ニ
メ
・
英
語
音
声
・
日

本
語
字
幕
付
き

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　

平
和
へ
の
祈
り

日
時　

6
月
17
日（
日
）
午
前
11
時

30
分
～
正
午

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時　

7
月
1
日（
日
）
午
前
11
時

～
正
午

対
象　

英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
か
ら
）

定
員　

20
人

講
師　

新
川 

智
清 

氏（
元
沖
縄
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

■
英
語
の
お
は
な
し
会

日
時　

7
月
3
日（
火
）
午
後
４
時

～
午
後
４
時
30
分

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

浦
添
市
立
中
央
公
民
館 

分
館

☎（
８
７
９
）6

 

6

 
4
 0 

※
F
A
X
兼
用

※
全
講
座
手
話
通
訳
有
り

■
は
じ
め
よ
う
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
（
全
6
回
）

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
・
基
本
を
わ
か

り
や
す
く
学
び
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
。

日
時　

7
月
5
日
、12
日
、19
日
、26

日
、8
月
2
日
、9
日（
全
回
木
曜
日
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

中
央
公
民
館（
パ
ソ
コ
ン
室
）

講
師　

城
間 

剛 

氏
（
ラ
イ
フ
リ

フ
ォ
ー
ム
コ
ー
チ
ン
グ 

二
人
三
脚

代
表
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人費
用　

無
料

定
員　

15
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

申
し
込
み　

6
月
8
日（
金
）
～
15

日（
金
）

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
X
・
公
民

館
窓
口

抽
選
日　

6
月
21
日（
木
）
午
前
10

時（
時
間
厳
守
）

抽
選
場
所　

中
央
公
民
館
第
1
研

究
室　

※
抽
選
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人

可
。
1
人
で
2
人
分
の
抽
選
は
不

可
。
抽
選
な
し
の
場
合
は
、
7
月
5

日（
木
）
午
前
10
時
か
ら
開
校
式（
パ

ソ
コ
ン
室
）

■「
カ
ー
ミ
ー
ジ
ー
」
を
2
倍
楽
し

む
方
法（
全
5
回
）

　

身
近
で
多
様
性
の
高
い
カ
ー

ミ
ー
ジ
ー
周
辺
の
海
に
お
い
て
楽

し
く
分
か
り
や
す
い
内
容
で
毎
回
、

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら

学
び
ま
す
。

日
時　

①
6
月
17
日（
日
） 

②
7
月

15
日（
日
）
午
後
2
時
〜
午
後
5
時

③
8
月
12
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

④
1
月
上
旬　

⑤
2
月
上
旬

※
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
は
日
時
の

変
更
も
あ
り
ま
す
。

場
所　

座
学
／
港
川
自
治
公
民
館
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
／
カ
ー
ミ
ー

ジ
ー
周
辺
海
域
等

講
師　

鹿
谷 

麻
夕 

氏
・
鹿
谷 

法
一  

氏（
し
か
た
に
自
然
案
内
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

成
人
な
ら
び
に
小
4
年
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

費
用　

一
人
あ
た
り
千
円（
テ
キ
ス

ト
等
の
費
用
と
し
て
）

募
集　

20
人

募
集
期
間　

6
月
4
日（
月
）
か
ら
、

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
X
・
公
民

館
窓
口

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、23
日（
土
）慰
霊

の
日　
講
座
受
付
6
月
1
日
（
金
）
午
前

9
時
～

■
ハ
ー
ブ
活
用
法
！「
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
＆
自
家
製
ピ
ザ
に
挑
戦
」

日
時　

6
月
15
日（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
1
時

参
加
費　

5
6
0
円

定
員　

12
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
お
手
拭
き

■
手
持
ち
布
を
素
敵
に
変
身
！
古

布
で
作
る
ツ
ー
ピ
ー
ス

日
時　

6
月
19
日（
火
）・
20
日（
水
）

正
午
～
午
後
4
時

参
加
費　

１
１
２
０
円

定
員　

10
人

持
ち
物　

古
布
ま
た
は
、
さ
き
織
・

裁
縫
セ
ッ
ト
、
ミ
シ
ン
、
生
地
に

あ
っ
た
糸

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生

ご
み
堆
肥
を
作
ろ
う
！

日
時　

6
月
28
日（
木
）
午
10
時
～

正
午

参
加
費　

1
0
0
円

定
員　

10
人

持
ち
物　

筆
記
用
具



ン
バ
ー
自
身
の
元
気
の
源
と
な
っ
て
い

る『
O
N
E 

V
O
I
C
E
』。「
年
齢
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
こ
う
な
り
た

い
と
強
く
思
い
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気

が
大
切
で
す
。
心
も
体
も
豊
か
に
な
り
、

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
続

け
ら
れ
ま
す
」
と
宮
城
さ
ん
は
目
を
輝

か
せ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
八
重
山
民
謡

の
教
師
、
カ
ラ
オ
ケ
が
趣
味
の
人
、
本

格
的
な
歌
は
初
め
て
の
人
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
歌
が
上
手
い

下
手
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
い
か
し
て
思
い
っ
き
り
歌
を
楽
し

む『
O
N
E 

V
O
I
C
E
』、
こ
れ
か
ら

も
個
性
豊
か
な
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
に

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

と
を
学
び
、
今
で
は
知
人
か
ら「
歌
手
み

た
い
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
上
達

し
ま
し
た
。

　『
O
N
E 

V
O
I
C
E
』
の「
ワ
ン
」

は
沖
縄
方
言
の「
わ
た
し
」
と
い
う
意
味

と
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の「
わ
た
し
」

の
声
を
、「
ひ
と
つ
」
の
声
に
し
て
、
世

界
を
元
気
に
し
て
い
く
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
16
年
8
月
、
宮

城
さ
ん
が
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
市
内
に
あ

る
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
歌
っ
た
と
き

の
こ
と
で
し
た
。「
音
楽
が
流
れ
た
瞬
間
、

今
ま
で
椅
子
に
座
っ
て
い
た
お
年
寄
り

が
徐
々
に
立
ち
上
が
り
、
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
一
緒
に
踊
り
出
し
ま
し
た
。
目
の
前

の
光
景
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
歌
は
こ

ん
な
に
も
人
を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る

ん
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
自
分
の
声
で

誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
い
く
ら

で
も
や
り
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
り

ま
す
。

　
浦
添
市
少
年
指
導
員
と
し
て
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
る
機
会
の
多
い
宮
城
さ
ん
。

世
代
を
超
え
て
歌
う
喜
び
や
楽
し
さ
を

伝
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
17
年

10
月
に
母
校
で
あ
る
仲
西
中
学
校
の
定

期
演
奏
会
で
子
ど
も
た
ち
と
の
共
演
を

実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
演
奏
会
は
大
好

評
で
翌
年
に
も
行
わ
れ
、
他
校
の
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
に
ゲ
ス
ト
で
呼
ば
れ
る
な

ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
周
り
を
元
気
に
す
る
だ
け
で
な
く
メ

T
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
パ
ン
、
帽
子

が
ア
ク
セ
ン
ト
の
粋
な
ス
タ

イ
ル
で
熱
唱
す
る
お
じ
い
お
ば
あ
の

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
コ
ー
ラ
ス
隊『
O
N
E 

V
O
I
C
E（
ワ
ン
ボ
イ
ス
）』。
メ
ン

バ
ー
全
員
が
65
歳
以
上
、
曲
は
ポ
ッ
プ

ス
や
ロ
ッ
ク
、
沖
縄
民
謡
な
ど
幅
広
く

挑
戦
し
、
沖
縄
国
際
映
画
祭
や
う
た
の

日
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
数
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
狩
俣
秀
己
さ
ん

が「
何
の
た
め
に
歌
う
の
か
」
と
い
う

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
を
制
作
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
2
0
1
6
年
1
月
に
結
成
。「
歌
は

人
に
元
気
を
与
え
る
と
強
く
感
じ
、
そ

の
こ
と
が
伝
わ
る
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
企
画
し
ま
し
た
。

歌
詞
や
ダ
ン
ス
を
覚
え
て
も
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
生

懸
命
に
歌
を
楽
し
む
お
じ
い
お
ば
あ
の

姿
に
観
客
は
す
ぐ
に
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
す
」
と『
O
N
E 

V
O
I
C
E
』
の

魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
宮
城
洋
一
さ
ん（
68
歳
）

も
歌
の
も
つ
力
に
魅
了
さ
れ
た
う
ち
の

一
人
で
す
。
友
人
の
紹
介
で
参
加
し

た
宮
城
さ
ん
は
仲
間
の
歌
声
に
心
を
奪

わ
れ
、
自
分
も
心
を
響
か
せ
る
声
が
出

し
た
い
と
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
ゴ
ス

ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
の
ケ
リ
ー
陽
子
さ
ん
の

コ
ー
ラ
ス
指
導
の
も
と
、
恥
ず
か
し
が

ら
ず
自
分
を
思
い
っ
き
り
表
現
す
る
こ

 

平均年齢71歳のロックンロールコーラス隊

ONE VOICE メンバー募集中！
Facebook/Twitter /Youtubeで、随時発信中。
65歳以上で歌うことが好きな人なら誰でもOK!
ONE VOICE 事務局 ☎︎（860）9910

❶ライブが近づき、歌声はさらにパワーアップ　❷みんなで楽しみながらダンス練習
❸ポーズもバッチリ決まっています

ワンボイス沖縄

　PROFILE
　宮城 洋一（68）

株式会社システムユイネット代表取締役。

浦添市少年指導員や保護司としても活動。

仲西中学校出身、PTA会長も務めていた。

カラオケの十八番は三田りょうの「風の旅

人」。座右の銘は『幸せとは、内なる喜び

の追求であり、その喜びを他に分ち与え

続けることである』

輝く人たち No.21

沖縄の元気なシニアパワーを
もっと世界に届けたい！

［日時］6月10日（日）午後5時〜 ［場所］那覇市ぶんかテンブス館 ４階テンブスホール ［料金］全席自由2,000円ライブ情報

❶

❷

❸

※詳しくはスタッフ事務局まで
　問い合わせください。

Andoroid iphone

飛び出す動画を見ることができます！
❶下のQRコードから
無料アプリ「COCOAR2」
をダウンロードします。　　　
　　　　

❷COCOAR2を
起動して、上の画
像をかざします。
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②
リ
ウ
マ
チ 

… 

急
性
、
慢
性
で
各

関
節
が
腫
れ
て
痛
む
も
の

③
腰
痛
症 

… 

慢
性
の
腰
痛
、
ギ
ッ

ク
リ
腰
な
ど

④
五
十
肩 

… 

肩
の
関
節
が
痛
く
腕

が
上
が
ら
な
い
も
の

⑤
頚
腕
症
候
群 

… 

首
か
ら
肩
、
腕

に
か
け
て
シ
ビ
れ
た
り
痛
む
も
の

⑥
頚
椎
捻
挫
後
遺
症 

… 

首
の
外
傷
、

む
ち
う
ち
症
な
ど

⑦
①
〜
⑥
と
類
似
し
て
い
る
慢
性

的
な
疼
痛

※
病
院
や
医
院
で
同
じ
傷
病
の
治

療
を
受
け
て
い
る
場
合
、
療
養
費

は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

対
象
と
な
る
傷
病

　

筋
麻
痺
や
関
節
拘
縮
等
（
骨
折

や
手
術
後
の
障
害
、
脳
血
管
疾
患

後
遺
症
な
ど
）
で
あ
っ
て
、
医
療

上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
傷

病
。（
疲
労
回
復
や
慰
安
目
的
な
ど

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

※
同
じ
傷
病
や
類
似
疾
病
で
、
は

り
・
き
ゅ
う
と
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
初
回
の
申
請
時
に
は
療
養
費
支

給
申
請
書
に
医
師
の
同
意
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
入
院
中
に
施
術
所
に
よ
る
施
術

を
受
け
た
場
合
は
、
療
養
費
の
支

給
は
で
き
ま
せ
ん
。

療
養
費
支
給
申
請
に
必
要
な
書
類

（
療
養
費
支
給
申
請
書
）
と
領
収
書

は
、
施
術
所
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。

療
養
費
支
給
申
請
書
は
内
容
を
確

認
し
て
か
ら
、
サ
イ
ン
と
押
印
を

し
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

平
成
30
年
度
浦
添
市
職
員
採
用

候
補
者
選
定
試
験

問 

職
員
課

☎  

内
線
２
０
６
２
、
２
０
６
１

　

本
採
用
試
験
は
、
例
年
９
月
に

実
施
し
て
い
る
職
員
採
用
候
補
者

試
験（
一
般
行
政
職
な
ど
）
と
は
別

日
程
で
行
う
試
験
で
す
。

職
種
、
試
験
区
分　

土
木
技
術
職

（
上
級
）

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

採
用
予
定
月
日　

10
月
1
日（
月
）

以
降

受
験
資
格

年
齢
・
資
格
等
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
試
験
実
施
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い

第
一
次
試
験
日　

7
月
8
日（
日
）

受
験
申
込
書
の
配
布　

所
定
の
申

込
書
を
職
員
課
で
配
布
お
よ
び
受

け
付
け
し
ま
す
。

※
申
込
受
付
期
間
中
は
試
験
実
施

要
項
お
よ
び
受
験
申
込
書
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

6
月
1
日（
金
）

～
14
日（
木
）
の
土
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
ま
で
。（
た
だ
し
正
午
～
午
後
1

時
は
除
く
）
郵
送
で
の
申
し
込
み

は
６
月
14
日（
木
）
消
印
有
効
。

※
申
込
書
を
郵
送
で
申
請
す
る
際

に
は
、
浦
添
市
役
所
職
員
課
あ
て

の
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
Ａ
４
版
返
信

用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の

上
、
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
て
、

簡
易
書
留
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
伝
え
た
い
市
民
講
座

〈 

全
５
回 

〉

問 

教
育
総
務
課

☎  

内
線
６
０
６
２

　

第
１
回「
発
達
障
が
い
を
抱
え
る

子
ど
も
の
育
ち
を
一
緒
に
考
え
る

学
習
会（
仮
称
）」

　

子
育
て
は
す
ぐ
に
結
果
が
で
る

も
の
で
は
な
く
、
長
い
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
。
保
護
者
が
支
援
疲

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
立
す

る
社
会
人
に
す
る
た
め
に
、
５
年
、

10
年
と
長
い
目
で
子
育
て
を
取
り

組
む
視
点
を
学
び
ま
す
。

講
師　

勝
連 

啓
介 

氏

（
名
護
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
育

ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　

６
月 

22
日（
金
）
午
後
７ 

時
30
分
～
午
後
９
時

場
所　

浦
添
市
中
央
公
民
館　

３

階
ホ
ー
ル

対
象　

浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
教
育
総

務
課
で
申
し
込
み　

参
加
費　

無
料

成
年
後
見
制
度

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
６
７

    

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
衰

え
た
人
や
不
十
分
な
人
は
預
貯
金

な
ど
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の

契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ

て
も
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結

ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害

に
あ
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な

人
々
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が

成
年
後
見
制
度
で
す
。

●
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は

　

本
人
の
住
所
地
の
家
庭
裁
判
所

へ
申
立
て
を
行
い
ま
す
。
申
立
て

が
で
き
る
の
は
、
本
人
、
配
偶
者
、

親
族
な
ど
で
す
。

●
身
寄
り
が
な
い
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
制
度
を
利
用
で
き
な
い
の

で
す
が
？

　

市
で
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、

市
長
に
よ
る
申
立
て
や
、
成
年
後

見
人
等
の
報
酬
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

浦
添
市
共
催
セ
ミ
ナ
ー
「
働
く

私
が
ラ
ク
に
な
る
た
め
の
ス
ト

レ
ス
対
処
法
」

問 

沖
縄
県
女
性
就
業
・
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー

☎  

（
８
６
３
）
１
７
８
８

　

仕
事
や
生
活
の
中
で
日
々
た

ま
っ
て
い
く
ス
ト
レ
ス
。
そ
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
の
ク
セ

と
修
正
の
仕
方
を
学
び
、
気
持
ち

が
ラ
ク
に
な
れ
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
？

日
時　

6
月
27
日（
水
）
午
前
10
時

～
正
午

場
所　

市
民
協
働
・
男
女
共
同
ハ
ー

モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
１
・
第

２
研
修
室

講
師　

高
良 

恵
利
子 

氏（
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
社
会
保
険
労
務
士
）

対
象　

就
業
中
お
よ
び
求
職
活
動

中
の
女
性

定
員　

25
人
程
度（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
セ
ン

タ
ー
窓
口

※
要
事
前
申
し
込
み

※
求
職
活
動
実
績
対
象
セ
ミ
ナ
ー

※
託
児
あ
り（
6
月
20
日（
水
）
締

め
切
り
）

再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！
55
歳

以
上
の
皆
様
限
定
「
警
備
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
習
」

問 

（
沖
縄
労
働
局
委
託
企
業
）
東

京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
那
覇
本
校

☎  

（
８
６
７
）
５
０
１
４

　

再
就
職
に
向
け
た
無
料
講
習
を

行
い
ま
す
。
警
備
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
、
警
備
業

界
お
よ
び
関
連
会
社
へ
の
就
職
を
目

指
し
ま
す
。
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

講
習
日　

６
月
６
日（
水
）
～
15
日

（
金
）
※
土
日
を
除
く
全
８
日
間

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分（
変
更
あ
り
）

場
所　

浦
添
市
立
中
公
民
館
分
館

１
階　

第
１
研
修
室

対
象　

55
歳
以
上
で
早
期
就
職
意

欲
の
あ
る
人

受
講
料　

無
料

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

●
開
講
式
・
応
募
書
類
の
作
成

●
警
備
員
基
礎
知
識（
警
備
業
法
・

基
本
動
作
、
礼
式
等
・
緊
急
時
の

対
処
方
法
・
施
設
警
備
、
交
通
誘
導
、

税
金
・
保
険
・
年
金

６
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
度

所
得
関
係
証
明
が
交
付
さ
れ

ま
す

問 

市
民
税
課

☎  

内
線
２
２
１
１
・
２
２
１
２

　

６
月
１
日（
金
）
か
ら
平
成
30
年

度
所
得
関
係
証
明
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
所
得
や
税
額
の
内
容

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

自
動
交
付
機
で
も
発
行
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
（
整
骨
院・接
骨
院
）

の
正
し
い
か
か
り
方

問 

国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
１
３

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項

①
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　

外
傷
性
の
負
傷
で
な
い
場
合
や

負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該
当
す

る
場
合
、
ま
た
は
通
勤
途
中
の
負

傷
に
は
国
民
健
康
保
険
は
使
え
ま

せ
ん
。

②
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き

ま
せ
ん
。

③
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

医
師
の
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

④
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
自
分

で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

　

負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、

金
額
を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分

で
署
名
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

後
日
、
国
民
健
康
保
険
課
か
ら

送
ら
れ
る
医
療
費
通
知
で
、
金
額

や
日
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
適
正
化
を
図
る
た
め
、

被
保
険
者
に
対
し
て
施
術
内
容
に

つ
い
て
の
照
会
や
訪
問
し
て
聞
き

取
り
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
使
え
る
場
合

　

外
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
骨
折
、

不
全
骨
折（
ひ
び
）、
脱
臼
、
打
撲
、

捻
挫
、
肉
離
れ

※
骨
折
、
不
全
骨
折
、
脱
臼
の
場

合
は
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受

け
る
前
に
、
施
術
を
受
け
る
こ
と

へ
の
同
意
を
医
師
か
ら
文
書
か
口

頭
で
得
て
い
る
こ
と
。

は
り
・
き
ゅ
う
及
び
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
人
へ（
療

養
費
の
お
知
ら
せ
）

問 

国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
１
３

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
師
か

ら
は
り
・
き
ゅ
う
及
び
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
同
意
を
得
て
施
術

を
受
け
た
場
合
、
療
養
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

▼
は
り
・
き
ゅ
う

対
象
と
な
る
傷
病

①
神
経
痛 

… 

坐
骨
神
経
痛
な
ど
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浄
化
槽
の
維
持
管
理

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

浄
化
槽
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る

汚
水
を
キ
レ
イ
な
水
に
変
え
る
装

置
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
家
は
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
維
持
管
理
を
怠
る
と

浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
て
臭
い

が
出
た
り
、
最
悪
の
場
合
あ
ふ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、

・
年
に
一
回
以
上
は
汲
み
取
り
を

・
年
に
一
回
は
法
定
検
査
を

必
ず
左
記
の
業
者
に
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

付
近
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理

を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

◇
法
定
検
査
機
関

（
社
）
沖
縄
県
環
境
整
備
協
会

☎（
８
３
５
）
８
８
３
３

◇
汲
み
取
り
業
者
・
許
可
業
者

（
株
）
イ
チ
ゴ　

☎（
８
７
５
）
０
８
０
１

山
川

☎
０
９
０（
３
３
２
８
）
９
７
３
８

◇
し
尿
・
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
相
談

浦
添
市
環
境
保
全
課

☎（
８
７
６
）
１
２
３
４（
内
線
３

２
１
２
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

市
内
で
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
の
一
部
が
ま
だ
単
独
処
理

浄
化
槽
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の
汚
水

の
み
処
理
し
て
い
ま
す
。
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
汚
水
と

一
緒
に
風
呂
場
や
台
所
な
ど
の
生

活
雑
排
水
も
処
理
で
き
ま
す
。　

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
を
図
る
た
め
に
、
設
置
費
用

に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
既
設
の
単
独
処
理
浄

化
槽
を
撤
去
し
、
新
た
に
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
地
域　

下
水
道
の
整
備
が
7

年
以
上
見
込
ま
れ
な
い
区
域
お
よ

び
相
当
の
期
間
を
要
す
る
区
域

対
象
施
設　

10
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。

～
浦
添
市
の
環
境
を
良
く
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
～

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
3
2
2
1

　

よ
り
よ
い
豊
か
な
環
境
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
環
境
の
こ

と
を
も
っ
と
よ
く
知
り
、
考
え
、

話
し
合
い
、
そ
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

節
電
、
節
水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、

不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
を

出
さ
な
い
等
、
で
き
る
所
か
ら
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
環
境
月
間
パ
ネ
ル
展

日
時　

６
月
11
日（
月
）
～
15
日（
金
）

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
浦
添
市
環
境
マ
ッ
プ
や
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
等
、
身
近
な
生
活

環
境
に
関
わ
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
す
。

浦
添
を
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
3
2
1
8

　

公
害
の
種
類
に
は
、
典
型
７
公

害
と
言
わ
れ
る
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、

地
盤
沈
下
、
悪
臭
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
環
境
保
全
課
で
受
け

付
け
た
公
害
苦
情
の
件
数
は
28
件

で
、
そ
の
内
訳
は
悪
臭
が
12
件
、

騒
音
が
11
件
、
大
気
汚
染
が
３
件
、

水
質
汚
濁
が
２
件
で
し
た
。
苦
情

の
内
容
と
し
て
は
、
建
設
工
事
や

工
場
か
ら
の
騒
音
、
生
活
排
水
の

た
れ
流
し
や
浄
化
槽
の
管
理
不
足

に
よ
る
悪
臭
な
ど
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
み
ん
な
が
健
康
的
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ま
ず
は
自
分

の
身
の
周
り
の
生
活
環
境
を
見
直
し
、

改
善
し
て
い
き
な
が
ら
住
み
よ
い
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
対
策
は
し
っ
か
り
と

問 

水
道
部
営
業
課
、
配
水
課

☎  

（
８
７
７
）
８
４
６
０
、（
８

７
７
）
８
４
６
２

　

ご
自
身
の
住
宅
や
管
理
さ
れ
て

い
る
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
水
道
設
備

を
点
検
し
、
安
全
対
策
を
十
分
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
タ
ン
ク
に
は
常
に
水
を
貯
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

タ
ン
ク
が
空
の
ま
ま
だ
と
強
風

に
よ
り
飛
ば
さ
れ
た
り
、
破
損
す

る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

②
屋
上
の
タ
ン
ク
の
ふ
た
は
し
っ

か
り
し
め
て
お
く
こ
と

　

フ
タ
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
危
険
で
す
。
ま
た
雨
や
ゴ
ミ
が
入

り
衛
生
的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
タ
ン
ク
な
ど
の
水
道
管
に
Ｔ
Ｖ

ア
ン
テ
ナ
等
を
つ
な
が
な
い
こ
と

　

強
風
に
よ
り
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
等

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
水
道
管
が
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
台
風
が
去
っ
た
後
も
、
水
漏
れ

等
が
な
い
か
水
道
設
備
の
点
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

第
60
回
水
道
週
間
「
水
道
水

安
全　

お
い
し
い　
金
メ
ダ
ル
」

問 

水
道
総
務
課

☎  

内
線
5
1
3
3

　

水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
の
さ
ら

な
る
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
週
間
期
間　

６
月
１
日（
金
）
～
７
日（
木
）

子
育
て
・
教
育

私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育

料
を
補
助
し
ま
す
（
保
育
所

の
保
育
料
は
対
象
外
で
す
）

問 

学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
１
５

　

本
市
で
は
、
私
立（
県
知
事
認
可
）

幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育
料
を
補

雑
踏
警
備
に
つ
い
て
）

●
上
級
救
命
講
習

●
管
理
選
考
会
・
閉
講
式

今
後
の
予
定
講
習

●
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
講
習

●
調
理
補
助
者
養
成
講
習

７
月
の
介
護
予
防
教
室
参
加

者
募
集

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
～
３
５
３
４

　

７
月
か
ら
の
２
か
月
間
、
介
護

予
防
教
室（
筋
ト
レ
・
水
中
）
を
開

催
し
ま
す
。
開
催
日
時
な
ど
は
場

所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

〈
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ
〉

〇
カ
ー
ブ
ス（
女
性
専
用
）

▼
浦
添
宮
城
▼
浦
添
バ
ー
ク
レ
ー

▼
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖

〇
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

〇
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

〈
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ
〉

〇
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

〇
ガ
ル
フ
ウ
ェ
ー
ブ
ゾ
ー
ン
前
田

※
ガ
ル
フ
は
８
月
か
ら
２
か
月
間

開
催

対
象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
人

で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

費
用　

１
回
あ
た
り
１
０
０
円

定
員　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
で

申
込
書
を
記
入
。　

そ
の
他　

教
室
参
加
前
に
６
月
22

日（
金
）
午
後
２
時
か
ら
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ
受
託
事
業
者
募

集 

（
認
知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア

向
上
事
業
）

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
４
２

　

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

認
知
症
の
人
や
、
介
護
を
す
る
家

族
、
地
域
の
人
々
、
専
門
職
の
人

等
が
集
え
る
場
と
し
て
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
て
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
・
運
営
業
務
を

受
託
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
役
所
内
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

の
お
知
ら
せ

問 

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎  

（
９
１
７
）
２
０
８
６

　

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
自
分

に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時　

6
月
26
日（
火
）
午
後
1
時

～
午
後
5
時　

※
毎
月
第
4
火
曜
日

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
ふ
る

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

費
用　

無
料

対
象　

15
歳
～
39
歳　

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
支
援

機
関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

認知症に関する相談

認知症カフェ・地域包括支援セン
ターでは認知症に関する相談を随時
受け付けています。お気軽にスタッフ
へ声掛けください。

・みなとん（港川中学校区）  ☎（876）3710
・「仁」（仲西中学校区） ☎（917）2268
・てぃだ（神森中学校区） ☎（870）0150
・さっとん（浦添中学校区）  ☎（877）3103
・ゆいまぁる（浦西中学校区）☎（917）5320

認知症カフェは、認知症の人やその家
族が、地域の人々や専門職員と互い
に情報を共有し、理解し合う場となり
ます。また、認知症に関する専門知識
を持つ職員が、介護に関する相談も
受け付けています。

開設しています。　

地域包括支援センター

てぃ～だカフェ

てぃ～だカフェ

日　時　第 2 金曜日 午後 5 時
　　　　第 4日曜日 午前 10 時
場　所　デイサービスセンターえん
　　　　（浦添市宮城 3丁目9番18号
　　　　　栄アパート102）
連絡先　ＮＰＯ法人ライフサポートてだこ
　　　☎（875）2557

相談は
無料

オレンジCafeすりずり

日　時　毎月第 3土曜日 午前 11時
場　所　神森中学校区各自治会公民館
連絡先　ＮＰＯ法人すりずり
　　　　☎（963）8002

※開催場所はその都度変わります。
　問い合わせください。

かたりぃーなカフェ

日　時　毎月第 2日曜日 午後1時 30 分
場　所　デイサービス浦西1階
　　　　（浦添市当山2丁目10番10号）
連絡先　合資会社 あんど
　        グループホーム浦西
　　　　☎（878）0905
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編
集
後
記

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

第
38
回
浦
添
市
小
学
生
水
泳

大
会
参
加
者
募
集

☎  

内
線
6
1
6
3
、
6
1
6
4

問 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市

役
所
７
階
）

　

今
年
度
が
最
後
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

日
時　

７
月
１
日（
日
）
午
前
8
時

30
分
受
付
、
9
時
開
会

場
所　

浦
添
市
立
港
川
小
学
校

対
象　

市
内
在
住
お
よ
び
市
内
施

設
を
利
用
す
る
児
童（
小
学
1
～
6

年
生
）

費
用　

無
料

募
集
人
数　

1
6
0
人

募
集
期
間　

5
月
28
日（
月
）
～
6

月
15
日（
金
）
当
日
消
印
有
効
。
※

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
直
接
ま

た
は
郵
送
、
F
A
X
（
8
7
9
）

7
2
8
0
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
窓
口
は
土
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
詳
し
い
競
技
種
目
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

小
規
模
企
業
共
済
制
度

問 

産
業
振
興
課

☎  

内
線
3
1
6
5

　

こ
の
制
度
は
、
国
の
機
関
で
あ

る
中
小
機
構
が
運
営
し
、
小
規
模

企
業
の
経
営
者
や
役
員
、
個
人
事

業
主
な
ど
の
た
め
の
、
積
み
立
て

に
よ
る
退
職
金
制
度
で
す
。
農
業
・

林
業
・
漁
業
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
近
く
の
商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
青
色
申
告
会
、
税

理
士
、
金
融
機
関
の
本
支
店

お
得
な
ポ
イ
ン
ト

●
掛
金
の
全
額
が
所
得
控
除 

●
受
取
時
に
も
税
制
面
の
優
遇
措
置 

●
低
金
利
の
貸
付
制
度
が
利
用
可
能

加
入
資
格
は
次
の
２
つ
を
満
た
す

こ
と

①
個
人
事
業
主
お
よ
び
そ
の
共
同

経
営
者
ま
た
は
会
社
等
役
員

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
人
数
の

条
件

●
小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
は

5
人
以
下

●
製
造
・
建
築
・
運
輸
・
農
業
等
は

20
人
以
下

牧
港
補
給
地
区
に
お
け
る
土

地
の
先
行
取
得
（
買
取
）

問 

企
画
課　

☎  

内
線
２
５
３
０
・
２
５
２
１

　

跡
地
利
用
特
措
法
に
基
づ
き
、

牧
港
補
給
地
区
に
お
い
て
土
地
の

先
行
取
得
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

●
牧
港
補
給
地
区
内
の
２
０
０
㎡

以
上
の
土
地（
軍
用
地
）
を
売
却
す

る
場
合
、
市
役
所
へ
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

●
市
へ
売
却
を
希
望
す
る
人
は
、
市

が
指
定
し
た
申
出
受
付
期
間
内
に

市
へ
の
申
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
出
受
付
期
間

６
月
18
日（
月
）
～
29
日（
金
）
午
前

９
時
～
午
後
5
時（
土
日
除
く
）

昨
年
に
引
き
続
き
平
和
特
集
を
担
当
し

ま
し
た
。
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
す

体
験
者
の
姿
に
胸
が
は
り
さ
け
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
低
学
年
で
家
族
と
離
れ
、
そ

れ
が
永
遠
の
別
れ
に
な
る
と
い
う
。
想
像

す
る
と
何
と
も
言
え
な
い
く
ら
い
悲
し
い
。

そ
れ
で
も
必
死
に
生
き
、
温
か
い
家
族
を

築
い
て
き
た
。
私
も
守
る
べ
き
家
族
が
い

る
。
い
つ
ま
で
も
大
切
な
人
た
ち
の
笑
顔

の
側
に
い
た
い
。
だ
か
ら
心
の
底
か
ら
平

和
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 （
上
江
洲
） 

先
日
行
っ
た
美
容
室
で
鶴
を
折
り
ま
し

た
。
病
気
と
戦
う
お
客
さ
ん
の
た
め

に
ス
タ
ッ
フ
や
お
客
さ
ん
み
ん
な
で
折
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
顔
も
知
ら
な
い

人
で
す
が
、「
少
し
で
も
こ
の
人
の
力
に
な

れ
ば
…
」と
心
を
込
め
て
折
り
ま
し
た
。『
想

い
を
込
め
て
鶴
を
折
る
』
と
い
う
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
広
報
誌
を

切
り
取
っ
て
、
子
ど
も
や
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
鶴
を
折
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
（
内
間
）

O
N
E 

V
O
I
C
E
の
取
材
を
通
し

て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
に
た
く
さ
ん
元
気
を
も
ら
い
、
私
も
ま

だ
ま
だ
頑
張
ら
な
き
ゃ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

優
し
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
、
力
強
い
歌
声
と

カ
ッ
コ
い
い
ダ
ン
ス
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

練
習
で
も
す
ご
く
感
動
し
た
の
で
ラ
イ
ブ
が

と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
！　
　

  　

 

（
棚
原
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
る
と

や
っ
て
く
る
も
の
、
新
社
会
人
の
皆

さ
ん
は
五
月
病
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？
私
も
４
月
か
ら
新
し
い

環
境
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
ふ
っ
と
糸
が
切

れ
た
よ
う
に
や
る
気
が
無
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、『
で
き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ

と
』
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
乗
り
き
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
を
長
い
目
で
見
守
っ

て
あ
げ
る
余
裕
を
も
っ
て
、
新
し
い
環
境
に

挑
ん
で
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。　
（
上
原
）

み
な
さ
ん
五
月
病
は
抜
け
ま
し
た
か
？

（
笑
）
頃
は
梅
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
晴

天
が
続
き
、
五
月
病
も
軽
度
な
気
が
し
て
い

る
前
仲
里
で
す
。
取
材
や
編
集
作
業
を
す
る

に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
と
支
え

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
の
大
き
さ
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
気
づ
き
や
感

謝
を
抱
け
る
環
境
は
平
和
だ
か
ら
こ
そ
だ
と

思
う
と
、
お
じ
ー
お
ば
ー
の
作
り
上
げ
た
幸

せ
を
守
り
続
け
て
私
た
ち
も
育
て
て
い
か
な

き
ゃ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
前
仲
里
）

※
地
権
者
へ
文
書
で
ご
案
内
す
る

予
定
で
す
。

※
詳
細
は
案
内
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
募
集
の
ご
案
内

問 

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

　

 

那
覇
分
駐
所

☎  

（
８
６
３
）
５
２
８
０
（
昼
間
）

　

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
.

m
o

d
.g

o
.jp

/g
sd

f/jie
ik

a
n

b
o

sy
u

/

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
満
３
歳
・
３
歳
・
４
歳
・

５
歳
児
私
立
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ

て
い
る
園
児
の
保
護
者
の
所
得
に

応
じ
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

手
続
き
の
ご
案
内
は
６
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
私
立
幼
稚
園
を
通
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

保
育
所
給
食
調
理
業
務
の
受

託
業
者
募
集

問 

保
育
課

☎  

内
線
３
６
２
８

　

市
立
保
育
所
に
お
い
て
、
給
食

調
理
業
務
を
民
間
の
専
門
業
者
に

委
託
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
期
間　

平
成
30
年
10
月
１
日

（
月
）
～
平
成
35
年
９
月
30
日（
土
）

（
５
年
間
）

選
定
方
法　

企
画
提
案
方
式（
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
と
す
る
。

応
募
資
格　

①
保
育
所
給
食
に
深
い
理
解
が
あ

り
、
保
育
所
と
協
力
し
業
務
を
実

施
で
き
る
こ
と
。

②
法
人
格
を
有
し
、
本
委
託
業
務

を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安

定
的
か
つ
健
全
な
財
政
の
能
力
が

あ
る
こ
と
。

③
沖
縄
県
内
に
お
い
て
１
回
50
食

以
上
の
保
育
所
、
病
院
、
社
会
福
祉

施
設
の
い
ず
れ
か
の
給
食
施
設
調

理
業
務
の
受
託
実
績
が
あ
る
こ
と
。

④
過
去
５
年
間
に
食
中
毒
を
起
こ

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

⑤
損
害
賠
償
を
担
保
で
き
る
と
共

に
、
履
行
保
証
人
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

⑥
受
託
業
務
に
必
要
な
資
格
者
お

よ
び
経
験
者
等
を
必
要
人
数
配
置

で
き
る
こ
と
。

⑦
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

⑧
県
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
こ
と
。

⑨
会
社
更
生
法
に
基
づ
く
更
生
手

続
き
の
申
し
立
て
を
し
て
い
な
い

者
ま
た
は
民
事
再
生
法
に
基
づ
き

再
生
手
続
き
の
開
始
申
し
立
て
を

し
て
い
な
い
者
。

応
募
方
法　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

浦
添
市
民
住
宅
・
子
育
て
支
援

港
川
宿
舎
入
居
者
募
集

問 

指
定
管
理
者

☎  

（
９
４
3
）  
５
７
２
２

問 

建
築
営
繕
課

☎  

内
線
4
6
2
1

　

子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
市

民
住
宅
の
入
居
者
募
集（
17
戸
）
を

行
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅　

浦
添
市
民
住
宅
・

子
育
て
支
援
港
川
宿
舎（
浦
添
市
字

港
川
4
3
3
番
地
）

「
募
集
の
し
お
り
」
配
布
期
間

6
月
18
日（
月
）
〜
29
日（
金
）

市
役
所
1
階 

総
合
案
内
、
市
役
所

5
階 

建
築
営
繕
課
で
配
布
。

※
6
月
18
日（
月
）
か
ら
22
日（
金
）

は
、
市
役
所
議
会
棟 

1
0
2
会
議

室
で
も
配
布
し
ま
す
。

申
込
方
法　

6
月
18
日（
月
）
〜
22

日（
金
）
郵
送
と
議
会
棟
1
0
2
会

議
室
で
受
付

※
土
日
除
く
、
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分

※
6
月
23
日（
土
）
以
後
は
、
郵
送

受
付
の
み
。
6
月
29
日（
金
）
消
印

有
効

問
い
合
わ
せ　

市
民
住
宅
指
定
管
理
者

株
式
会
社
レ
キ
オ
ス
・
ア
ス
リ
ン

ク
ホ
ー
ム
株
式
会
社
Ｊ
Ｖ

☎（
9
4
3
）
5
7
2
2

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

6
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付

の
更
新
月
で
す

問 

こ
ど
も
家
庭
課　

☎  

内
線
３
６
１
７
、
３
６
１
８

　

児
童
手
当
の
受
給
資
格
要
件
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
た「
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、
現

況
届
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
現
況
届
を
郵
送
ま
た
は
窓

口
で
６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い

と
６
月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
振

り
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

窓
口 

６
月
11
日（
月
）

～
29
日（
金
）

※
郵
送
は
６
月
４
日（
月
）
か
ら
29

日（
金
）
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
窓
口
。

窓
口
で
の
申
請
は
時
間
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
送

で
の
提
出
を
勧
め
て
い
ま
す
。
郵

送
の
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
に
現

況
届
お
よ
び
必
要
書
類
を
同
封
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

市
役
所
２
階 

2
0
2

会
議
室
（
こ
ど
も
家
庭
課
の
裏
）

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で（
昼
休
み
時
間
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。）

そ
の
他　

児
童
手
当
の
支
給
は
、

６
月
8
日（
金
）
で
す
。
６
月
期
の

振
込
分
は
、
平
成
30
年
２
月
か
ら

５
月
分
の
児
童
手
当
で
す
。

※
振
込
み
に
つ
い
て
は
、
通
帳
を

記
帳
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
」
第
１
回
指
導
者
等
研
修

会
を
開
催
し
ま
す

問 

教
育
総
務
課

☎  

内
線
６
０
６
３

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
救

命
方
法
を
学
び
ま
す
。

内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
小
児
・

乳
児
に
対
す
る
救
命
）

日
時　

６
月
19
日（
火
）
午
前
９
時

15
分
～
午
後
12
時
35
分

場
所　

浦
添
市
消
防
本
部
２
階
講
堂

対
象　

放
課
後
子
ど
も
教
室
関
係

者
、
学
童
ク
ラ
ブ
関
係
者
、
そ
の

他
子
ど
も
に
関
わ
る
活
動
を
し
て

い
る
人

費
用　

無
料

定
員　

50
人

申
込
方
法　

電
話

そ
の
他　

再
講
習
の
人
は
、
修
了

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
受
講
記

録
を
記
入
し
ま
す
。

TEL 098-926-0550
イバノセレクト サンエー北谷はまがわ店

沖縄県中頭郡北谷町字宮城1-37
営業時間
10時～21時

イバノは安く、
種類も豊富。
おいしいを発見できる！



発
行
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浦
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市
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縄

県
浦

添
市

安
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1

-1
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  編
集

　
 ／

国
際

交
流

課
（

代
）
☎

8
7

6
-12

3
4（

内
線

2
613･2

614
）

　
印

刷
／

株
式

会
社

池
宮

商
会

こ
の

印
刷

物
は

地
球

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。


